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施策６ 学校･家庭･地域が連携し社会全体で子どもを育む仕組みづくり 

学校・家庭・地域の連携を強化し、社会全体で子どもを育む仕組みづくりを推進しま

す。 

 

 

■令和２年度の取組・成果 

◯ 地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えられるよう、市町村による地域学校協働

本部の設置を促進するため、地域の実情に応じた多様な形態の本部構築モデル事業を実施

するとともに、地域学校協働活動に対する理解を深めるための研修会を開催しました。こ

れらの取組により、地域学校協働本部の整備率は増加傾向にあります。 

◯ 家庭の教育力向上を図るため、家庭教育支援者向けの研修会やあおもり家庭教育アドバ

イザーの養成を行いました。また、地域全体で家庭教育を支援する意識や必要性について

の普及・啓発を行うため、家庭教育応援フェスタを開催しました。 

○ 学校・家庭・地域が連携して、子どもが読書に親しむ機会・環境の充実と普及啓発を進

めることを目的に、県内の中学生・高校生を対象に友達に薦めたい本の紹介文の募集やイ

ベントを開催しました。 

 

 

■施策の現状を表す指標の動向等 

  

近年、県内小・中学校の約９割で地

域のボランティアを受け入れていま

す。 
 

地域学校協働本部の整備率は、年々

増加傾向にありますが、依然として全

国平均を下回っています。 
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■主な課題と今後の取組の方向性 

主な課題 今後の取組の方向性 

地域全体で未来を担う子どもたちの成

長を組織的・持続的に支えていくため、

地域学校協働活動に対する地域の理解を

得ながら、本部設置を進めていく必要が

あります。 

地域学校協働活動推進員の育成に取り

組むとともに、地域の実情に応じた多様

な形態の地域学校協働本部モデルを示す

ことで市町村に本部設置を促します。 

また、教職員や地域住民等の地域学校

協働活動に対する理解を深めるための各

種研修会を実施します。 

 全ての親が安心して子育てを行えるよ

う、学校と家庭教育支援団体、保健・福

祉機関等が一層連携し、予防的・早期対

応型の家庭教育支援を進める必要があり

ます。 

学校、市町村の家庭教育担当者及び家

庭教育支援者等のネットワークの拡大、

親の学びの機会の充実、県民向けのイベ

ントの開催など、地域全体で家庭教育を

支援していく気運を醸成します。 

 

 

（参考）令和２年度における県教育委員会の主な事業の取組状況 

 

1  地域学校協働活動推進事業【生涯学習課】 913千円 

取組状況
 

 地域と学校が連携・協働して、より多くの地域住民等の参画による多

様な地域学校協働活動を継続的・安定的に実施する体制づくりを推進す

るため、地域学校協働活動推進委員会及び放課後子ども総合プラン市町

村担当者連絡会議を開催した。 

 地域学校協働活動推進員等関係者の資質向上を図るため、地域学校協

働活動推進員のための研修を開催する（参加者数44人）とともに、放課

後対策事業等に関わる地域人財の資質向上を図るため、放課後子ども総

合プラン指導員等研修会を県内６地区で開催した（参加者数487人）。 

 

2  地域学校協働活動推進事業費補助【生涯学習課】 43,209千円 

取組状況
 

 市町村における地域学校協働活動の推進に資するよう、放課後子ども

教室推進事業を実施する17市町村及び地域学校協働活動推進事業を実施

する10市町に補助金を交付した。 

 

3  学校を核とした地域づくり推進事業【生涯学習課】 362千円 

取組状況
 

 地域学校協働本部の設置を一層促進するため、地域学校協働本部構築

モデル事業を県内４市町村で実施するとともに、地域学校協働活動の知

識・理解を深めるため、地域学校協働活動推進員、教職員等を対象とし

た研修を県内４地区で実施し、活動の普及を図った。 
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4  あおもり家庭教育支援総合事業【生涯学習課】 1,792千円 

取組状況
 

地域における家庭教育支援の活性化を図るため「あおもり家庭教育ア

ドバイザー」を団体等が実施する講座等に派遣した（派遣先１団体）。 

読み聞かせの効果や家庭での読み聞かせの大切さを伝える「親子ふれ

あい読書アドバイザー」を養成するための講座を開催し（参加者数204

人）、12人が新たに登録し、アドバイザー累計登録者数は493人となっ

た。 

地域全体で家庭教育を支援するとともに、その意義や必要性について

の普及・啓発を行うため、家庭教育応援フェスタ（参加者数100人）

や、家庭教育支援に関係者のネットワーク形成のための研修会を開催し

た（参加者数35人）。 

家庭教育をサポートする祖父母を対象とした研修会を県内２地区で開

催した（参加者数122人）。 

 

5  地域の今と未来をつなぐ教育支援活動コーディネーター等研修【生涯学習課】 527千円 

取組状況
 

 学校と地域住民、企業・ＮＰＯ・各種団体等をつなぐ教育支援活動に

取り組むコーディネーター等のスキルアップ研修（参加者数32人）、地

域資源を活用したキャリア教育推進フォーラム（参加者数78人）等を

行った。 

 本事業を通じ、コーディネーター等のスキルアップとともに、教員、

保護者、企業関係者、コーディネーター等の今後の活動への共通理解と意

欲向上が図られた。（総合社会教育センター） 

 

6   家庭教育応援隊養成講座【生涯学習課】 385千円 

取組状況
 

 地域全体で家庭教育を支援する体制を整備するため、オンラインで計

６回の家庭教育支援講座を開催（受講者数延べ68人）し、６人が「あお

もり家庭教育アドバイザー」へ登録した。（総合社会教育センター） 

 

7  子どもの読書活動推進事業【生涯学習課】 1,990千円 

取組状況
 

令和２年２月策定の「青森県子ども読書活動推進計画（第四次）」に

基づき、家庭・地域・学校が連携して、子どもが読書に親しむ機会の充

実、環境の整備・充実、普及啓発を進めるための取組を実施した。 

中学生及び高校生の読書意欲の向上に向けて、おすすめの本の紹介文

を募集する「大切なあなたへ薦める青春の一冊」コンクールを開催し、

5,072点の応募があった。優秀作品について、冊子、ホームページ等で

公開するとともに、公立図書館や書店に対象書籍コーナーの設置を依頼

した。 

 

8  若者の社会参加促進事業【生涯学習課】 667千円（施策8に掲載） 
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